疲労講習会
初めて学ぶ金属疲労
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期　日　　令和元年11月30日（土）13:00～17:00
会　場　　九州工業大学戸畑キャンパス，教育研究一号棟，
2階，1-2C室《会場地図》
主　催　　日本材料学会九州支部
共　催　　九州工業大学，北九州市
機械・構造物の使用環境の過酷化，低コスト化など，材料に要求される特性はますます厳しくなっており，機械や部材の安全性，信頼性の確保はますます重要になっています．機械構造物の破壊事故の大部分は疲労が原因であり，技術者・研究者にとって，疲労破壊の防止は重要な問題です． 本講座は，特に初めて金属疲労を学ぶ方々を対象にして，材料力学の基礎から実際の疲労設計の方法に至るまで，できるだけ易しく解説することを目指して企画しました．職場等で疲労問題に直面されている技術者から卒業研究等で疲労問題を扱うようになった学生の方々まで，多数のご参加をお待ちしております。
プログラム
司会者：小田和弘（大分大）

	時間
	内容
	講師

	13:00-13:50　　　　　
	材料力学の基礎
	福岡大学工学部機械工学科　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　薦田 亮介

	14:00-14:50
	金属疲労の基礎
	佐世保工業高等専門学校機械工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　西田 廣志

	15:00-15:50
	疲労限度とその影響因子
	長崎大学工学部工学科機械工学コース
　　　　　　　　　　　　　　　　　小山 敦弘

	16:00-16:50
	実業務における疲労強度設計法
	サンデンアドバンストテクノロジー（株）
先行開発本部 要素技術開発部　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　三輪 昌人


テキストの目次
１．材料力学の基礎

1.1　丸棒の引張り　
1.2　垂直応力と垂直ひずみ　
1.3　丸棒のせん断　
1.4　せん断応力とせん断ひずみ　
1.4　丸棒のねじりにおける応力と変形　
1.5　はりの曲げにおける応力と変形　
1.6　許容応力と安全率
1.7  応力集中と応力集中係数　　　
参考文献　
２．金属疲労の基礎
2.1　
 金属疲労とは　
2.2　
 金属疲労の実例　
2.3　
 疲労荷重の波形　
2.4　
 疲労限度とS-N線図　
2.5　
 疲労荷重の種類　　
2.6　
 疲労試験の方法
2.7　
 疲労設計の考え方　
参考文献　
３．疲労限度とその影響因子　
3.1    疲労限度　
3.1.1  繰返し応力　
3.1.2  疲労限度と引張強さおよび硬さとの関係　
3.1.3  負荷形式の影響　
3.2    平均応力・残留応力の影響　
3.3    表面の状態の影響および表面処理　
3.4    切欠き係数と切欠き効果
3.5    寸法効果　
参考文献　
４．実業務における疲労強度設計法　
    簡単な例題をベースにした，実務における具体的な疲労強度設計法の手順と，その内容についての紹介と解説

	参加費
	会員　5,000円，学生会員　2,000円
非会員　6,000円，学生非会員　3,000円（テキスト代を含む）

	振込先
	振込先：ゆうちょ銀行　記号14470　番号3494731
店名　四四八　普通預金　口座番号0349473
社団法人　日本材料学会
シャダンホウジン　ニホンザイリョウガッカイ
（注意事項）
※参加費の払い戻しはいたしません。

	定員
	50名

	参加申込締切
	令和元年11月18日（月）
九州支部ホームページより申込用紙をダウンロードしていただき，下記あて先まで，メールもしくはファックスにてお送りください。

	参加申込先
	〒804-8550 北九州市戸畑区仙水町１番１号
九州工業大学戸畑・若松キャンパス技術部・高瀬康
TEL：093-884-3173，FAX：093-884-3173
E-mail：takase.yasushi415@mail.kyutech.jp
※参加申し込みの際にお届けいただいた個人情報は本合同講演会に関する諸連絡のみに使用させていただきます。


